
授業力向上推進プロジェクト

岐阜県立可児工業高等学校

電気工学科 教諭 山崎大地

令和７年度実施

1枚目/21枚



担当教科紹介

実施クラス

〇〇工学科１学年〇組（在籍〇〇名 )

担当教科

電気回路１（実教出版）

本時の目標

①電池の仕組みと歴史を理解する。また、実験を通じ

て論理的な思考を養う

②教科の繋がりを再認識する
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研究テーマ

①教科を横断しての授業展開

②ICT機器の活用に伴う理解度の把握

③実験による結果予想と考察

【STEM教育】
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小・中学校の生徒の現状
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教科横断的な授業の取り組み

科学と人間生活電気回路

化学の視点よりアプローチ

実験を通じての探究

化学反応式による復習
（イオン化傾向を中心に）

電気の視点よりアプローチ

安全教育（水溶液の観察）

電離についての学習（実験）

自作電池の作成と計測

技術発展について
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評価方法

【知識・理解】

・実験終了後に提出する授業プリント

・実験終了後に提出するレポート

【思考・判断・表現】

・実験前後の予想と考察

・実験予想のグループ間での意見交流

・実験終了後に提出するレポート

【主体的に取り組む態度】

・実験予想のグループ間での意見交流

・実験中の姿（協働・発言）
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化学の視点よりアプローチ
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電気の視点よりアプローチ

歴史 公式

復習を交えた展開
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電気と化学の連携

液体を観察し、種類を予想する
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【実験① 三種類の液体を使った通電実験】
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【実験② 果物・野菜を使った自作電池】
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最新技術について（電気新聞より）
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ICT機器の導入と授業効果の関係性

各自
レポートに
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レポートについて
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授業アンケートの実施（QRコードより）
16枚目/21枚



アンケート結果より（一部抜粋）
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・科学と電気についての関わりを知れたし、実験なども面白かったので

良かったです。

・電気回路が科学的な観点から学ぶことができて、今までとは違う理解

がありました。ボルタ電池やダニエル電池の仕組みの復習ができ、果

物を使った電池など、様々な電池があることを知ることができました。

先生方が分野ごとに丁寧に解説してくれて、わかりやすい授業でした。

このような授業をまた行ってくださると、みんなの興味を引くことが

できると思います。若干授業のペースが遅いと思ったので、もう少し

早めてもよいかなと思います。

アンケートのコメントより①（生徒一部抜粋）
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アンケートのコメントより②（生徒一部抜粋）

・電気回路と、科学と人間生活はより密接な関係で結ばれていることが再

確認できた

・中学2年生の復習から高1までの範囲を分かりやすく丁寧に説明を受けた

ため復習しながらも新しいものを理解することができた

・中学校でやったボルタ電池、ダニエル電池のことを深掘りして分かりや

すく教えてくれたので嬉しかったです。あと食べ物に電圧がかかること

にびっくりしました。

・予想し、自分なりの根拠を見つけることは大切。
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・化学と電気、2人の教諭からのアプローチにより多角的に指導が可能と

なり、記憶に残る授業だと感じました。相乗効果もあり普段の座学で

は体験できない面白い授業だと思いました。

・具体的な内容だったため、生徒にとって教科のつながりの重要性を再

確認できる、きっかけになったと思います

・実験中、参加できていない生徒を見かけました。巡回時や事前に役割

を振っておくほうが全員参加をよりさせやすいと思います。

参観教員からの授業コメント（一部抜粋）
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横断的な授業における成果と課題

【成果】

【課題】

・生徒が主体的となり授業参加が可能となった。

・理論を可視化することで、授業が印象に残り、学習理解が向上した。

・予想を立て、実験を行い考察をする過程で考えるための技法を習得できる。

・学習資料をまとめ、伝達する力が養われる。

・ICTの活用により記録を残せることで、学習の振り返りが容易になる。

・学習内容の定着は高いが、授業の進捗に影響をもたらす可能性がある。

・単元によっては横断的な授業が困難となる。

・実験内容によっては、各班の実験が進む速度に差が生まれやすくなる。

・教科間の繋がりを体験することで、他の教科の学習に対する意識も変化する。
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